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・双葉地域における中核的病院について
　原子力災害に対応できるよう、「原子力災害拠点病院」の指定を得られる体制が良い。
　双葉地域で発生した急性虚血性心疾患の治療を速やかに行えるよう（初療室に入室時から治療まで90分）、
血管撮影装置を１～２台備えるべき。そうすると1台救急科などで使用していても、循環器科で使用可能であ
る。
　放射線関連の機器や資機材など、専門で働く人を早期の段階から準備室などに入れなければならない。原
子力にある程度知識がある診療放射線技師が適任である。充実した研究環境を整えるにも、様々な資機材が
必要であるため、臨床の知識がある診療放射線技師が望ましい。

御要望として承ります。
双葉地域における中核的病院につきましては、今後策定する
基本計画等の中で具体的検討を行ってまいります。

県立病院事業経営強化プラン（素案）に関する意見と県の考え方について

2

・宮下病院について
　現在、当町（担当注：三島町）には、お一人で生活している方が多くなっています。
　本当にあったお話ですが、夜に体調を悪くされ、病院に行きたくとも行けず、救急車を呼び、地元の病院へと
お願いしたそうですが、宮下病院では受入れできないと断られ、若松の病院へ搬送され、その病院で診察して
いただき、処置をしてもらい、入院不要と判断され、帰ることになったそうです。帰るにしても、夜間とのことで、
親戚に頼ることもできず、年金生活で大変なところ、タクシーを使用したとのことでした。先方の病院の先生も、
せっかく地元に、県立宮下病院があるのにネー、と言われたそうです。
　夜間の受入にも対応していただきたい。

　数年前までは、夜の発熱など赤ちゃんから受入れしていただき、対応していただいていました。
　今は、小児科を掲げていないとのことで、受入不可。親や家族の方が、若松まで連れて行っています。
　そのときも、先方の先生から上記のように、宮下病院で対応しないの？と私自身言われました。
　熱が高く、無理な移動をするなら、一度宮下病院で対応し、診察していただけると助かりますし、紹介状を書
いていただいた方が大きい病院ではすごく助かります。
　また、インフルエンザの予防接種ですが、耳鼻科など個人病院でも、子供の対応をしていただけるので、宮
下病院でも対応して欲しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※次ページに続く

　御要望として承ります。
　夜間等の対応については、患者の症状を確認の上、必要な
処置を行っております。また、症状によって、専門的な医療が
必要と判断した場合は近隣の専門医がいる医療機関へ紹介
等を行うこととしております。
　今後も引き続き地域医療を確保するとともに、信頼される病
院運営に努めてまいります。
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※表面の続き

　今回、宮下病院が新しくなるお話は聞いております。この三島町だけで無く、近隣の柳津町、金山町、昭和村
と透析を受けている患者様が多くなっております。その中には、１人暮らしの方もおり、会津若松市まで汽車に
乗って通院している患者様もいます。
　最近、只見線も観光の方が多く乗車されており、透析後の患者さんにとって身を休ませたくても座ることもで
きないときもあり、すごくつらい思いをしていると聞きました。へき地ということもあり、透析を受けられるように
再度御検討願います。
　これから先も必要となる方も多くなると思います。

　余談となりますが、県立病院の理念は「親切・信頼・進歩」となっております。
宮下病院では、「心ある医療」になっております。昭和６０年に着任されました○○先生は、病院のことや患者
さんに対する気持ちをよく話していました。
　他町村には診療所もありますが、それでも診療所で対応できなくなったりしたら宮下病院へと頼られる病院に
したいと、患者さんが子供でもお年寄りでも必ず対応したいと常々言っておりました。
　宮下病院で対応が難しいと診断したときには、紹介状を作り、専門の病院へ協力体制をおこない、僻地と言
うこともあり”宮下病院”という安心をしてもらいたいと。
　今現在、その安心よりどうせ無理という思いが強いのは確かです。
　私も夜間に、宮下病院で診察していただき、専門病院へと送っていただき、現在は普通に生活でき、感謝し
かありません。
　そのときはたまたま対応していただけたみたいですが、私は診てもらえなかったという声も実際にあります。
　また、常勤の先生と分かっておりますが、診察曜日が決められ、さらに午前中のみという科があります。私た
ち、患者にとっては、不便です。
　最近、落ち着いてきましたが、「コロナ」かどうかは分からなくても発熱外来があるにもかかわらず、受診不可
と断られたお家が多かったみたいです。この小さな町では、どこに頼れば良いのでしょうか。何のための発熱
外来なのでしょうか。

　また、今回一般の私たちが意見書が出せるという事など感謝でしかありませんが、前々から思っていたこと
を書きました。宮下病院がすごく変わってしまったのが悲しいです。
　「信頼」を裏切らないでください。
　どうぞ宜しくお願い致します。

（再掲）
　御要望として承ります。
　夜間等の対応については、患者の症状を確認の上、必要な
処置を行っております。また、症状によって、専門的な医療が
必要と判断した場合は近隣の専門医がいる医療機関へ紹介
等を行うこととしております。
　今後も引き続き地域医療を確保するとともに、信頼される病
院運営に努めてまいります。
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